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生ごみ資源化 農文協 2011
食育実践プログラム 家の光協会 2006
なぜ経済学は自然を無限ととらえたか 日本経済評論社 1995
農家のための産直読本 農文協 1993 ほか



液肥の成分はそのままなのに、社会的働きかけ次第で、需要が高まる



大木町の液肥栽培マニュアルより



大型タンクだけでなく、農家の庭先・家庭菜園用に小型タンク設置構想
農地だけでなく、家庭菜園でも大好評→配送サービス















福岡県大木町の概要

福岡県南西部に位置し、
町全体が標高4～5ｍの
田園地帯。町域の57%を
田が占める。

西鉄電車利用または高
速道路利用（八女IC）で
福岡市中心部まで1時間
弱。

人口は微増傾向。近年
は集合住宅の建設が増
えている。

主な産業は農業、製材・
木工・家具製造業。主な
農産物は、いちご、シメ
ジ・エノキなどきのこ類、
アスパラ。

人口 １４，５４６人

世帯数 ４，５３０世帯

世帯人口 ３．１７人／世帯

農家戸数 ８９６戸

農業就業人口 ８２０人

面積 １８．４３km2

人口・世帯数・面積は平成22年3月末現在（大木町HP）
農家戸数・農業就業人口は平成22年（農林業センサ
ス）



大木町のバイオマス循環事業

① 家庭・事業所において生ごみ
を分別
② 家庭・事業所から生ごみ、し
尿・浄化槽汚泥を収集
③ バイオガス施設「おおき循環
センターくるるん」にてメタン
発酵
④ バイオガスは場内利用（施設
電力・温水）
⑤ 消化液は「くるっ肥」として町
内農地で全量利用
⑥ 消化液を利用した米のブラン
ド化（環のめぐみ）、直売や学
校給食で提供
⑦ バイオガス施設横に道の駅
（農産物直売所・レストラン）
を併設

名称 おおき循環センターくるるん

主要施設
メタン発酵槽（中温湿式）、消化液貯留設
備（3,000 m3）、ガス貯留設備、コージェネ
レーションシステム、脱臭設備ほか

供用開始 平成18年11月

受入量

生ごみ 3.8t／日

し尿 7.0t／日

浄化槽汚泥 30.0t／日

製造量

バイオガス 476 m3／日

発電量 752kWh／日

消化液（くるっ肥） 6,000t／年



し尿・浄化
槽汚泥

液肥の農地還元
バイオガス液肥を
有機質肥料として
農地へ返す

生ゴミの分別
家庭の台所・学校給
食で生ゴミを分別

発酵させ液肥化
バイオガスプラントで
発酵させ、バイオガス
と有機液肥を回収

地元農産物の供給
バイオガス液肥や堆
肥を使った農産物を
給食や家庭の台所へ

循環

生ごみ・し尿・浄化槽汚泥を地域資源として循環活用するためには、地域
循環を支える社会システムの確立が欠かせない。

生ごみの循環システム















液肥の散布、利用方法は福岡県築上町（旧 椎田町）に学ぶ



注：くるっ肥とはメタン発酵液肥を指す

メタン発酵液肥の栽培こよみ 大木町の稲作の例



「迷惑施設」ではなく、「農業振興施設」としての「くるるん」



地産地消レストラン

トイレ・情報提
供施設

バイオマスセンター 農産物直売所

Ｎ

循環型多品目
栽培農園







ごみ収集量（家庭）の推移
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ごみゼロを目指そう！



単位：千円

27,786千円

塵芥費用：可燃ごみ、不燃ごみ、生ごみ、し尿処理、及び各収集運搬費用
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消化液利用による農家負担の軽減

 メタン発酵消化液は「くるっ肥」の
販売価格は無料だが、運搬散布
手数料として200円/tが農家負担
となる。

（水稲基肥：5t/10a）
 九州地方の慣行農法と比較した

10aあたりの肥料散布コストは、く
るっ肥と化成肥料を併用する場
合6,700円、くるっ肥のみで栽培
する場合9,900円の負担軽減に
なる。

 大木町全体では、最大1,000万円
程度の農家負担軽減になってい
る。

くるっ肥利用と慣行農法の肥料散布コスト比較

慣行農法
くるっ肥
+化肥

くるっ肥
のみ

肥料購入費 8,913 2,674 0 
（基肥） 6,239 0 0
（追肥） 2,674 2,674 0 
肥料散布労働費 2,073 1,564 1,000 
（基肥） 1,509 1000 1000
（追肥） 564 564 0 
肥料散布コスト 10,986 4,238 1,000 
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増加

生ごみ回収 12.4
購入電力 31.3
液肥輸送 2.6
増加計（A) 46.4

削減

焼却施設重
油

24.8

化学肥料代
替

24.6

削減計（B) 49.5
B-A 3.1

大木町の循環の取り組みにおけるCO2排出量

参照：二渡ら2009 単位は tonCO2/年
ただし、ここには化学肥料の節約分などは含
まれない。
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区 分 人 数 （人）

直売所

正職員 1

13

61

パート（フルタイム） 3
パート（5hショート） 5
アルバイト 4

レストラン
役員 3

17正職員 6
パート 8

循環セン
ター

正職員 5

27
嘱託職員 3
シルバー（県派遣） 13
シルバー（町派遣） 6

道の駅
正職員 1

4
嘱託職員 3

くるるん関連の雇用者数 2014/8/25



循環事業の多面的効果
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多面的な効果の類型 バイオマスの循環利用の取り組みの

多面的な効果 環境効果 農業などの地

域経済効果 

まちづくり

などの効果 

A:ごみ減量、ごみ処理コストの削減 ○ ○  

B:農業振興  ○  

C:住民参加   ○ 

D:地球温暖化対策 ○   

E:施設・建設費の削減  ○  

F:雇用の創出  ○  

G:迷惑施設ではなく福利厚生施設   ○ 

H:最終処分場の延命） ○ ○  

 



みやま市の循環構想
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＜地域に循環の仕事を作る＞
生ごみ・し尿の循環事業
(H30稼働）
みやま市は２０年後に人口３０％減
少。勤労者人口より、高齢者が多く
なる。

し尿処理場廃止
焼却炉規模３０％削減

「迷惑」ではなく 「福利厚生」施設
「くるるん＋α」
・障害者・ひきこもり・高齢者が働け
る場
・半農半Xのための農園（生産だけ
でなく、出荷・加工も）

NPOを設立し、視察・研修の対応
・行政職員・コンサルタントの研修
・アジアなどでの循環事業支援













福岡県筑後市で取り組んでいる、「ごみ分別授業」











循環授業をきっかけに、鼻をつまんで素通りしていた子どもたちが、
「おじさんがんばって」と声をかけていくようになった。









液肥散布および循環のまちづくり研修

• 液肥の散布指導は、みやま市（で、来年度立
ち上げるNPO）でおこなう
・液肥とは（座学）

・現場での散布散布

・液肥普及の方法(座学）
・循環のまちづくり構想(座学、見学）
などを考えています


